
神奈川自然誌資料 (8〕： I～12, Mar. 1987 

城ケ島南西部にみられる三崎層の層相

平田大ニ・相原延光・猪俣道也

Rock Facies of the Misaki Formation in the Southwest 

Area of Jogashima Island, Kanagawa Prefecture. 

Daiji HIRATA, Nobumitsu AIHARA and Michiya IN OMA TA 

はじめに 3, 4, 5）に表し， 全体については以下にまとめた。

三浦半島南部に分布する新第三系の三浦層鮮には多 層位関係：ルートにより 重複はあるが， 下位より A

量の火山砕屑物が含まれているにもかかわらず， その -B, C-D, E F, G一日の順に重なる。

岩石学的性絡は必ずしも明確ではない。筆者らは，そ 層 厚： 各ルート毎の層厚は A-Bでは 15m 72 

れを明確にするために調査研究を進めており，既にそ C皿， C-Dでみは11m41cm, E-Fでは46m33cm, G 

の予察的結果の一部について報告した（平田ほか，19 Hでは56m46C皿である。重複部分を除く木地域の三崎

84a ; 1984b ; 1986など〕。 層の会庖厚は約110mである。

今回は，三浦半島南端の城ケ島南西部隆起海食台に 岩 相： ：本地域の三崎j雷の岩相については以前報

みられる三崎屑について， 調査過程で作成した詳細な 告した（平悶ほか， 1984）が，本報告では以下のよう

地質柱状図を基に，その岩相 ・椛積構造 ・生痕化石 ・ に再区分した。 以後本報告では略記号で表す。

鍵層などの層相を記載し，それらの垂直的変化につい sl-1：シルト岩 sl-2：火山磯まじりシルト岩

て従来の研究（例えば長沼ほか， 1985など〕との比較 fs-1：細粒砂岩 fs-2：火山磯まじり細粒砂岩

をまじえ報告する。なお本報告の骨子は，日本地質学 fs-3：火砕質細粒砂岩

会第四年学術大会 （山口大学）において発表した（平 ms-1：中粒砂岩 ms 2 火山際まじり中粒砂岩

田ほか， 1985〕。本研究を進めるにあたり，文部省科 ms-3：火砕質中粒砂岩

学研究費補助金〔課題番号 ；60740468）の一部を使用 cs-1：粗粒砂岩 cs-2：火山磯まじり粗粒砂岩

した。 cs-3：火砕質粗粒砂岩 cgl：火砕質機岩

T ：細粒凝灰岩または凝灰質シノレト～細粒砂岩

層相記載 なお， fs3・ms3・cs-3・cgl層は従来のスコリア

三崎層全体については赤十品ほか（1956）など従来よ 質層に相当する。また，スランフ。l{t積層の用語につい

り数多く報告があり，本地域（図1）については，最 ては，小島 〔1980; 1981）を参考にした。

近では長沼ほか（1985）などの詳細な報告がある。 !sl-1庖i 火山砕屑物を含まないシノレト岩層。色調

本地域の三崎層は，北西ー南東方向に軸を持つ向斜 は灰白色，淡褐色， 灰紫色。 A-Bでは約1396,cー
構造とそれを寸断するよ うに発達する小断層鮮によ Dでは約 4%, E-Fでは約39ぢ， G-Hでは約0.5

1 モザイ ク状に入り組んだ地質構造をしでいる。し 必を梢成する。層厚2～40Cm。灰紫色の腐は他の層よ
かし，4）レート（A B, C-D, E-F, G-H) りも硬く チリ メン状のクラックが発達してし喝。平行

（図1）において丹念に調査した結果，西から東にむ 葉理が発達する層もある。累層関係は下位のcg!,cs, 

けて下位よ り迎続した地質柱状図を作成できた。今回 ms, fs, sl 2層から骨折移することが多い。 fs-1層との

は，各ノレートの詳細な層相については各柱状図（図2, 互層も認められる。上位に重なる.fs腐とスラ ンプ摺
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図1 調査地域と柱状図作成ノレート

山層を形成する場合もある〔例えば SN.11の層〕。 ア粒のノジ ューノレを多く含む層もある。累層関係は下

!sl-2層lスコリアや軽石などの火山｛僚を含むシノレ 位のcg!,cs, ms層などから漸移し，上位のfs-1,sl-1, 

ト岩層。 A-Bでは約8%, C-Dでは約25%, E- sl-2層に漸移することが多L、。fsl, sl層などと互層

Fでは約21%, G-Hでは約20%を構成する。 層厚2 をなすこともある。 上位に重なる fs3層とのスラン

～50C日の層が多いが60～100C皿の層もある。厚い層に プ摺曲層も認められる。

はレンズ状に挟まれるスコリアや軽石，ゴマシオ状凝 !fs-3層l主に細粒の火山砕屑物からなる細粒砂岩

灰岩の薄層，スコリア粒のノジューノレなどが認めりれ 層。 色調は暗灰～黒色。 A-Bでは約4%, c Dで
る。累層関係は下位のcg!,cs, ms, fs層に漸移的に藍 は約4%, E Fでは約0.5%, G-Hでは約0.3% 

なることが多い。fsl, sl 1層との互層も認められる。 を構成する。層厚は1～30Cm。斜長石片や輝石片など

スランプ摺曲層も認められる（例えばSN.1410の層〉。 の結晶片や火山ガラス片，軽石やシノレ ト岩の燥を含む

Ifs 1層） 火山砕屑物を含まない細粒砂岩層。A一 層もある。E-F層準よ り赤色岩片が含まれてくる。
Bでは約7%, C-Dでは約3%. E-Fでは約3弘 累層関係は下位のcgl,cs層から漸移し， 上位のfs-2,

G-Hでは約0.9%を構成する。層厚は1～2ocmであ sl-2層に漸移することが多い。 cg!,cs-3層などの直

るが1ocm以下の層が多L、。平行葉理，斜交葉理などが 下に， 均質で硬い灰色の薄層 〔層厚1～2C皿〕として

発達する層もある。累層関係は下位のcg!,cs, fs層な 伴うことがある。平行葉理，斜交葉理の発達する層も

どから漸移し，上位の sl層に漸移することが多し、。 ある。

sl 1層と互層をなす場合や， cg!,cs-3層の直下に灰色 {ms 1層） 火山砕屑物を含まない中粒砂岩層。A

で硬い薄層（層厚1～3C皿〉として伴う場合もある。 Bでは認められず， C Dでは約l%, E Fでは

sl-1, cs-1層とのスランプ摺曲層も認められる。 約0.5%, G-Hでは約0.9%を構成するにすぎなし、。

!fs-2層！ スコリア，軽石などの火山際（径最大10 層厚は1～10cm。累層関係は，下位の cs層から漸移

mm）を含む細粒砂岩層。 A Bでは約20労， E Fで し上位のslj雷に漸移する級化構造を示す屑，また逆

は約7%, G Hでは約3.5 9援を構成する。C-Dで に，下位の fs層から漸移し上位の cs層に漸移する逆

は認められなかった。層厚は 2～50Cmの層が多いが， 級化構造を示す層もある。 クラックの発達した slj雷

120 cmに達する層もある。斜長石片や黒から褐色で未 （灰色〉に挟まれることもある。平行葉理が発達する層

発泡の火山ガラス片を含むこともある。軽石，スコリ もある。上位に重なる cs-3層，あるいは下位の fs層
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との境界が不規則になってフレーム構造を示す場合が

るあ。

[ms-2層） スコリア〔径1～5mm，最大 4C皿〉や軽

石 （径1mm〕などの火山礁を含む中粒砂岩層。 A- B

では約 4%,c Dでは約3%, E-Fでは約3.59ぢ，
G Hでは約 l.3 %を構成する。層厚は3～90C皿であ

る。斜長石片や火山ガラス片を含む層もある。累層関

係は下位の cg!,cs, ms層から漸移し，上位の fs-1,

sl 2庖に漸移する級化構造を示すことが多い。 また，

下位のsl1層から漸移して上位のms3層に漸移する

逆級化構造を示すこともある。 sl1層中にレンズ状に

挟まれる場合もある。平行葉理，斜交葉理が発達する

j雷や，下位の白色細粒凝灰岩（T12）とフレーム構造

を示す層もある（SN.21の層の上位層〉。

[ms-3層l主に 中粒の火山砕屑物からなる中粒砂

岩層。色調は暗灰～黒色。A-Bでは約6%, C D 

では約4%, E-Fでは約 1%, G-Hでは約0.49ちを

構成する。層厚は2～30ご皿である。新長石片，火山ガ

ラス片ーなども含まれる。 SN.1200層には軽石ブロック

〔10×20：皿〉が認められる。 SN.2500層よ り黄褐色岩片

が含まれるようになる。累層関係は下位のcg!,cs-3, 

ms 3層から溺i移して，上位の fs,sl層に＇；移する級化

構造を示す場合が多いが， G-Hでは逆級化構造を示

す！習も認められる。斜交葉E里が発達する層もある。

[cs-1層l火山砕屑物を含まない粗粒砂岩層。 A-

Bでは約2%, E Fでは約2.5 9ぢを構成する。 C

D, G-Hノレートでは認められなかった。層厚は2～

9 cmの薄層が多いが， 50C皿以上の層も認められる。累

層関係は cg！層の直下に伴う場合， 上位の fs-1層に

漸移する場合， fs-2層と互層状に重なる場合などがあ

る。下位のfs1層とスラ ンプ摺曲層を形成したり，ス

ランプ性シノレト岩礁を含む層もある。

[cs-2層） スコリアや軽石などの火山際を含む粗粒

砂岩層。 A-Bでは約3%, E-Fでは約5.5%,G 

図2 A-Bノレート地質柱状図

（凡例は図2,3, 4, 5に共通〕
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E- Fノレー ト地質柱状図
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G-Hノレート地質柱状図
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Hでは約1%を構成する。 C-Dノレートでは認められ

なかった。層厚は10～60cmの層が多いが，3～5C皿の

簿層もある。累層関係は下イ立のcg!, cs 3層から漸移

し，上位のms, fs, slj曹に漸移する級化構造を示す場

合が多い。平行葉理，斜交葉理が発達する こともあ

り，斜交葉理に沿ってスコリアが並ぶ特徴的な層もあ

る（SN.1240層〉。スコリア粒のノジューノレ 〔径4c皿〉

も認められる（SN.1380層〉。
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(cs-3層！ 主に粗粒の火山砕屑物からなる粗粒砂岩

層。 A-Bでは約 5516. C-Dでは約1196,Eー Fで

は約5.5銘，G Hでは約6.396を構成する。層厚は2

～25Cmの層が多いが，30～100c:nの庖3もみられる。ス

コリア（平均径5～7llllll，最大50llllil〕やii詮石（最大10

cm〕などの火山際，斜長石片や火山ガラス片などを含

む。 SN.2450層よ り黄褐色岩片（径最大12澗〕を含む

ようになる。累層関係は， 下位の cg！ ］~から漸移し，

上位の cs2, ms, fs, sl層に漸移する級化構造を示す

ことが多い。そのほか， cgl層の直下に薄層として伴

う場合，fs2層iこレンス・状に挟まれる場合，下位にfs

-3層の薄層を伴う場合などがある。平行葉理，斜交葉

理が発達することもあり ，平行葉理に沿って軽石が並

ぶ特徴的な層もある（SN.112層〕。基質がほとんどな

L、層も認められる。
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(cg-1層！ スコリア（径平均5～lOllllll，最大5crn) 

などの火山礁からなる火砕質際岩層。 A-Bでは約20

%,C-Dでは約1196,E Fでは約38%,G-Hでは

約62.4%を構成する。層厚は2～50Cmの層が多いが，

60～85CIDの層もある。スランプ層では1～lOmの厚さ

にもなる。火山礁はスコリアなどの褐色から黒色の火

山岩片， 白色から黄白色の軽石（径2～lOllllll，最大30

X50C皿〉などが主であるが，同時侵食礁であるシノレ卜

岩，数は少ないが緑色凝灰岩なども含まれる。火山岩

片は亜角礁から亜円礁で，比較的淘汰がよい。斜長石

片，火山ガラス片なども含まれる。 SN.2450層からは

褐黄色岩片が含まれるようになる。基質は細粒から粗

粒砂岩であるが， 基質がない層も認められた。累層関

係は上位はcs, ms, fs, sl層に漸移する級化構造を示

すことが多い。直下に fs-3,ms-3, cs 3層などの薄

層が伴う場合がある。平行葉理，斜交薬理の発達する

層もある。 E-F, G Hでは，層厚の側方変化，斜

交層理，pebble～cobble大の多量のシノレト岩礁など

によって特徴づけられるスランプ性堆積層として厚く

発達する層がある。

!T層） 会ノレートで以下の21層が確認でき，下位よ
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り順に番号をつけた。A-Bでは約896, C-Dでは

約3596,E-Fでは約2.6%,G-Hでは約0.9%を構

成する。 (Tl ） 白色凝灰質細位砂岩J~1 c層厚7cm）。
下位は斜交葉理が発達した ms3層（屑厚iocm），上位

は塊状のms-3層（居厚8cm）に挟まれる。 iT2）白色

凝灰質細粒砂岩庖〔層厚 5cm）。 Tl直上のms-3庖〔層

厚8c皿）1；重なる。 Tlとセ ットで確認できる。lT3) 

コ’マシオ状凝灰岩j密（層厚5C皿〕。 fs-2居中に介在する。

fs-2層中には T3I到来の結品片が散在する。（T4）コザマ

シオ状凝灰岩層（層厚 3C皿〕。白色から黄白色。 T3の

上位約45C皿にある。 T3とセッ トで確認できる。（T5)

下部は軽石質凝灰岩，上部は軽石まじりシルト岩より

なり，その境界はスランプ摺曲状の形態を示す。層厚

はlOC皿。 lT6) ij珪石質凝灰岩層〔層厚 1cm〕。 T5の上

位約15C皿lこ認められる。 T5とセットで確認できる。

(T7）細粒凝灰岩層（層厚lQC皿〕。上下がピンク色，

中聞が茶白色を 呈する。サンドパイプ型の生痕化石

〔径IOmm・長さ 4cm）が認められる。 T6の上位約 150

cmに認められる。｛TS）下部は軽石質コ’マシオ状凝灰

岩，上部は軽石ま じり中粒砂岩からなる（層厚15Cm）。

サンドパイプ型の生痕化石〔径7mm・長さ5cm）が認

められる。 T7の上位約2ocmに認められる。 T7とセ

ットで確認できる。 lT9）黄白色細粒凝灰岩層（層厚

35cm）。下位に灰色の ms-3層（層厚 3cm〕が伴う。下

部lQcmには斜交葉迎が発達する。生痕化石は下位より

lQCmと15C皿にある層理に平行なもの（径3剛・ 長さ 2

C皿〉，上部にある層型に斜交するもの（径3剛・長さ 2

cm，径 5mm・長さ10cm）が顕著に認められる。 lTlO）紅

灰白色ガラス質凝灰岩層。 A Bの最上位層（層厚17

cm〕であり ，C Dの最下位層（層厚20ocm),E-F 

の最下位層〔庖厚lQCm）である。層厚の側方変化が著

しい。斜交葉!111が発達する。 {Tll）凝灰質シルト岩

層（層厚10cm）。上下をms-2層に挟まれる。｛Tl2）白

色凝灰質砂岩層と紅灰白色ガラス質凝灰岩層の互層。

A-Bでは屑厚 165cm, C-Dでは層厚socmである。

中部と上部に斜交薬理が発達する。層理面にそってサ

ンドパイプ型（径10～15mm・長さ7ocm）の生痕化石が

認められる。 （Tl3)A Bでは白色凝灰質砂岩層（層

厚 5C皿）， 軽石質シノレ卜岩層（層厚 3C皿〉，白色凝灰質

砂岩層（層厚lQcm）の三層によって構成され，C-D

でも認められる（層厚 3cm）。Tl2の上位 5cmにある。

{T14）白色細粒凝灰岩層。 A Bでは層厚15Cm, C 

-Dでは層厚lQCmである。上位のms-2腐とのフレーム

構造が特徴的である。 Tl2, Tl3, Tl4層はセットで

8 

確認できる。 iTl5）白色凝灰質砂岩層（SN.2480脳〕

（腐厚12Cm）。下部は中粒，上部は細粒の級化構造を示

す。 Tl4の上位約4.5mにあり， 直下のfs層と slj霞

のスランプー摺I助層とにより確認できる。 {Tl6）コ’マ

シオまじり中粒～細粒砂岩層 （SN.2570層）（厚層10

cm）。下位は fs層と slj習の互層 （層厚socm），上位は

スランフ。性シノレト岩礁層（長沼ほか， 1984のK9屑に

相当〉が重なる。（Tl7）ゴマシオまじりシノレト岩層。

Eー Fの最上位〈層厚8cm）と， G-Hの下部に認め

られる〔層厚12C皿〉。結晶片を多量に含む。平行葉理

が発達する。下位の軽石を多量に含む斜交葉理の発達

したcg!j冒とセットで確認できる。（Tl8）軽石まじり

コ酔マシオ状細粒砂岩層（庖厚15Cm）。 Tl7の上位約13

mにある。｛Tl9）コーマシオ状凝灰岩層（層厚 5cm〕。

チャネノレ状のスランプ性堆積層の下部に認められる。

(T20) ii珪石質凝灰岩層（層厚2ocm）。 （T21）淡紅灰色

細粒凝灰岩層（層厚3cm）。

以上のなかで，鍵層として有効な凝灰質層は T9,

TIO, Tl2・13・14セットなとである。

本報告の凝灰質鍵層と，従来の研究との対応は次の

とおりである。T3・4＝長沼ほか（1984）のKl層，

T7・8＝三梨 ・矢崎〔1968〕の Bs；長沼ほか (1984)

のK2層， T9＝小玉ほか (1980）の12；長沼ほか

(1984〕のK3層，TIO＝小玉ほか（1980〕のJ3；長

沼ほか（1984）のK4層，Tl2＝三梨 ・矢崎〔1968〕

の Mr；小玉ほか (1980）のJ5；：堀内 ・斉藤（1982〕

のNo.29・30；長沼ほか (1984〕のK6層； 堀内 ・谷

口（1985〕の No.26・27, Tl4＝小玉ほか（1980〕

の］6；長沼ほか（1984〕のK7層， Tl5＝長沼ほか

(1984〕のKS層。そのほか，凝灰質鍵層ではないが

長沼ほか（1984〕のK5層，K9 miは，本研究の SN.6 
層， SN.2575層にそれぞれ相当する。

化 石． 肉眼では生痕化石が多く認められるほか

は， ；f1質i毎綿の仲間であるサガリテス （Sagarites〕が

わずかに認められるにすぎない。しかし，各層の構成

物質を調べるために作成した岩石薄片の鏡下観察で

は，微化石片が多くの層準で認められた（平田ほか，

1984a）。

生痕化石は数種類に分けられると思われるが，本報

告ではサント、パイフ。型〔径5～25mm大〕 と細管型（径

2～3 mm大〉に大別するにとどめた。

サンドパイプ型は，径 5剛・ 長さ 2C皿（sl-1,sl-2, 

ms-2屑〉，径 5mm・長さ 7～10cm(sl-1, sl 2, ms-1, 

cs-2, cs 3, cg！層〉，径 5mm・長さ2ocm〔ms-2,cs 3 
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図6 城ケ島南西部の三｜｜崎層の総合柱状図と火砕質層出現頻度図
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造 csBスランプポーノレ型 ・SFスランプ摺曲型 ・
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層〉，径7llllD・長さ5～13こm(sl 2, fs 2, ms 2, ms-3 

層〉， 径lOmrn・長さ4～2o:m(sl-1, sl-2, fs-1, fs-2, 

ms-2, ms-3, cs-1, cs-2, cg！庖〕，径151111D・長さ20～

5Qcm (fs-3, ms-2, cs-3層〕，径2omm・長さ 4C田 (fs-

2, fs-3層〉，径2omm・長さ20～10o:m(sl-2, cs-3, T 

12層〕，径25加・長さ13C皿（cs3層〉などが認められる。

細管型は， 径2mm・長さ3～5C皿（sト1,sl 2, fs-

l, fs-2, ms 3層），径3llllD・長さ 2～3C皿（sl-2,cs 

-1層〕，径1llllD・長さ 51111D(fs-1,fs-2層），径3llllD・

長さ201111D(ms-3層〕 などが認められる。 fs-3,ms-1, 

ms 2, cs-2, cs-3, cg! ）習には認められなかった。

サガリテスは， E-F,G-Hノレートの sl-2, fs 2, 

fs-3層に認められ，また生物j変乱構造も随所で認めら

れる。

層棺の垂直的変化

全層準における層相の垂直的変化について検討する

ために， T層，スランプ構造，生痕化石などの出現頻

度を表した総合柱状図と，火砕質層の出現頻度と層厚

を示すグラフをあわせた図を作成した（図 6）。

火砕質層の出現とその層厚との関係からみると，本

地域の三崎層の岩相は下位より I～IVまでの4層準に

区分できる。

I層準 ，層厚100C回以下の火砕質庖と，同程度の層

厚のシノレト岩 ・砂岩との互層を 主体とする岩相であ

10 

る。T層は TlからT16までが介在する。スランプ構

造は，スランプ摺出1層（SF), 小規模なスラン7'l1線岩

層（SB〕が多く認められる。T14に代表されるフレー

ム構造（FL）も認められる。この層準はさらに下位よ

り， Ia,lb, leに細分できる。 Ia,leは層厚so:m以下

の火砕質層が多く，シノレト岩 ・砂岩との細互層を主体

とする。lbはT9から T16までの層準で， 層厚5QCm以

上の火砕質層が多い。

II層準 ：層厚 100cmをこえる大規模なスランプ磯岩

層を主体とする 岩相である。これらの層にはスラン

プ性シノレト岩燥が多量に含まれる。 また， 斜交層迎

(CB）， フレーム構造も認められる。 T腐は T17層だ

けが存在する。

III層準； I層準と同様に， 層厚 100cm以下の火砕質

層とシノレト岩 ・砂岩層との互層からなる。斜交層現！の

発達が特徴的である。小規模なスランプ磯岩層も認め

られる。T層はT18からT21まで4層が存在する。

IV層準，層厚100cm以上の大規模なスランプ際岩層

と，シノレ ト岩 ・砂岩の薄層からなり， II層準と似た岩

相を示す。スランプ性シノレ ト岩礁を多量に含む層が多

く認められる。

スランプ構造の垂直的変化は， SBは下位の I層準

では小規模な層が多く ，中位から上位にかけてのII,

IV層準では大規模な層が顕著となる。SF,FLは下位

のI層準の互層状岩相に多く認められ，中位から上位



図8 城ケ島南西部の三崎層のI層準の岩相

図9 城ケ島南西部の三崎層のE層準の岩手目

のII,III, IV層準では少ない。 ルト岩と砂岩の互層にわずかに認められるだけで， I,

T層は，下位のI層準に全層準21層中16層までが存 III層準にくらべて少ない。

在し，しかも鍵層として有効な層が多いが， II,III, 

IV層準には少なし、。 従来の岩相区分との比較

生痕化石は全層準を通じて，火砕質岩とシノレト岩 ・ 本地域の三崎層については，その岩相により下位の

砂岩との互層状の岩相に多く認められる。各層準との 三崎町砂岩シノレト岩互層と， 上位の泊査火砕岩層とに

関係は， I,III層準では細互層の状岩本目に多く認めら 区分する見解がある（赤嶺ほか， 1956など〕。高橋・

れ， II,IV層準では厚い火砕質岩層の聞にはさまるシ 広石〔1967）は本地域で両層を断層関係としている
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が， 筆者らの調査ではそのような断層の存在は認めら 物館研究報告〔自然科学），(15): 111-119. 

れなかった。また，長沼ほか (1984）は鎚屑K6層を 平田大二 ・相原延光 ・瀦俣道也 1984b三浦層群中の

境として漸移関係で両庖の分布を示しているが，長沼 鎚庖の構成物質．日本地質学会第91年学術大

・長浜 (1985〕が示した油壷層の岩相と筆者らの岩相 会講演要旨：137.

区分から判断すると，両層の境は長沼らのK6層より 平田大ニ ・相原延光 ・猪俣道也 1985 三浦半島城ケ

もかなり上位にするのが適当であろう。 島における三崎層の層相．日本地質学会第92

筆者らの岩相区分と上記の報告の区分とを比較する 年学術大会講演要旨： 121.

と， I層準は三崎町砂岩シノレト岩互層に， II,III, IV 平回大二 ・相原延光 ・猪俣道也 1986 城ケ島の三崎

層準が油牽火砕岩層に相当することになる。しかし， 層の構成物質について（その3〕． 日本地質

IとIII層準が類弧し，IIとIV層準が類似しているこ 学会第93年学術大会講演要旨 ：163. 

と，木地域で従来油壷火砕岩層に区分されている地層 堀内一利 ・斉藤京子 1982 三浦半島南部，三浦層鮮

はスランプ際岩層を主体とした岩相であること，Iか における凝灰岩層の重鉱物組成 日本大学文

らIV居準まで構成物質に大きな変化が認められない 山学部自然科学研究所研究紀要，（17〕：47ー

ことなどから，筆者らは本地域の地層を三崎j習の一連 58. 

とし，油壷火砕岩層は三崎層中のスランプ性地積層準 堀内一利 ・谷口英嗣 1985 三浦半島南部， 三浦層群

としてとらえるのが適当と考える。このことは，小島 中の凝灰岩鍵層の対比に関する基礎的研究．

(1980; 1981〕が三浦半島南西部の三崎庖において， 日本大学文理学部自然科学研究所研究紀要，

各層準における乱堆積層の発達を明らかにしたことに (20〕：11-31.

よっても支持される。 小玉喜三郎 ・岡 重文 ・三梨河 1980 三崎地域の

地質．地域地質研究報告c5万分のl図1J1il¥),
まとめ 地質調査所，38ρ．

1. 木研究の調査地域は， 城ケ島南西部にみられる三 小島伸夫 1980 三浦半島南西部の三崎累層にみられ

崎庖の上位層準約110C加である。 る乱椴積層について（第l報〉．地質学雑誌，

2. 調査地域の三崎層の岩相は， 下位より I～IV層準 86 (5〕：313-326.

に区分でき，IとIII,IIとIVが同様な岩相を示す 小島伸夫 1981 三浦半烏南西部の三崎累層にみられ

（図6）。化石は生痕化石が多く認められるほか，サ る乱±ft積層について（第2報〉．地質学雑誌，

ガリテスや微化石が各層準て＊認められる。 87 (4〕： 197-210. 

3. 調査地域における従来の油壷層は，三崎屑中のス 三梨品 ・矢Iii奇清貫編 1968 日本油田・ガス田図 6'

ランプ性堆積層準と考えられる。 三浦半島．地質調査所．

今後の課題は， 構成物質の検討と地質図の作成であ 長沼幸男 ・一良浜春夫 ・斉藤洋彦 1984 神奈川県城ケ

るが，if［積環境を論じる上でト重要な要素となる生痕化 島付近における地学実＇,ff,＇コース〔その2〕．
石の形態と岩本目との関係，スランプ性i{li積層の解析な 士山学教育，37(5) : 145 154. 

どの検討も必要である。 長沼幸男 ・長浜春夫 1985 三浦半島城ケ島，油蛮！Iii
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